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は
、
多
様
な
内
容

に
彩
ら
れ
た
魅
力
的
な
紀
行
文
で
あ
る
。

一
七
九
〇
年
三
月
二
十
五
日
、
す
な
わ
ち
、
隣
国
で
革
命
が
勃
発

し
た
翌
年
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
若
き
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・

フ
ン
ボ
ル（
２
）トを
伴
い
、
マ
イ
ン
ツ
を
出
発
、
ラ
イ
ン
河
を
下
っ
て
、

今
日
の
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
を
周
遊
し
た
後
、
さ
ら
に
海
を
越

え
、
ロ
ン
ド
ン
を
起
点
に
イ
ギ
リ
ス
各
地
を
巡
り
、
ふ
た
た
び
ド
ー

ヴ
ァ
ー
海
峡
を
渡
っ
て
、
カ
レ
ー
か
ら
パ
リ
を
目
指
し
、
当
地
に
数

日
を
過
ご
し
た
あ
と
、
同
年
七
月
十
一
日
、
帰
国
し
た
。

以
上
、
三
ヶ
月
半
の
旅
の
記
録
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
直
後
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
の
様
子
を
読
者
の
眼
前
に
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
る
、
と

い
う
意
味
で
す
で
に
貴
重
だ
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
記

録
は
、
お
よ
そ
紀
行
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
特
有
の
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
て
い
る
点
で
も
注
目
に
値
す
る
。
本
稿
で
は
、
両
方
の
観
点
に

留
意
し
て
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』（
略



2

称
）
を
読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

［
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
略
歴
（
３
）］

ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
一
七
五
四
年
十
一
月
二
十
七

日
、
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
グ
ダ
ニ
ス
ク
）
近
郊
の
ナ
ッ

セ
ン
フ
ー
ベ
ン
に
、
七
人
兄
弟
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
ラ
イ

ン
ホ
ル
ト
（
一
七
二
九
―
一
七
九
八
）
は
村
の
牧
師
で
自
然
科
学
者

で
あ
っ
た
。（
※
ち
な
み
に
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
は
当
時
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
属

し
て
い
た
が
、
一
七
九
三
年
に
は
第
二
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
に
よ
っ

て
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
領
と
な
っ
て
い
る
。）

さ
て
、
一
七
六
五
年
三
月
、
ヴ
ォ
ル
ガ
右
岸
の
調
査
旅
行
に
出
か

け
た
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
父
子
は
、
翌
年
職
業
上
の
新
天
地
を
求
め
て
イ

ギ
リ
ス
に
渡
る
。
そ
し
て
一
七
七
二
年
七
月
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
ッ

ク
の
世
界
周
航
に
参
加
す
る
。
航
海
は
三
年
に
及
び
、
一
七
七
五
年

七
月
、
帰
国
し
た
ゲ
オ
ル
ク
は
、
一
七
七
七
年
、
そ
の
体
験
を
大
著

『
世
界
周
航
記
』A voyage round the W

orld

と
し
て
英
語
で
出

版
、
続
い
て
、
独
語
版R

eise um
 die W

elt

（
一
七
七
八
―
一
八

〇
〇
）
を
刊
行
す
る
。

そ
の
間
、
パ
リ
を
訪
問
し
た
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
一

七
七
八
年
オ
ラ
ン
ダ
経
由
で
ド
イ
ツ
に
行
き
、
同
年
、
カ
ッ
セ
ル
で

博
物
学
の
教
授
と
な
る
。
さ
ら
に
一
七
八
四
年
か
ら
三
年
間
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
ヴ
ィ
ル
ナ
（
現
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ビ
リ
ニ
ュ
ス
）
大
学
で
教

授
を
務
め
た
あ
と
（
一
七
八
五
年
結
婚
）、
ド
イ
ツ
の
マ
イ
ン
ツ
大

学
で
図
書
館
司
書
と
な
り
、『
イ
ギ
リ
ス
美
術
史
』、『
イ
ギ
リ
ス
文

学
史
』
等
の
旺
盛
な
著
作
活
動
に
専
念
す
る
。

し
か
し
、
一
七
八
九
年
七
月
、
フ
ラ
ン
ス
で
革
命
が
勃
発
す
る

と
、「
哲
学
が
頭
脳
の
中
で
成
熟
さ
せ
、
そ
の
後
、
国
家
に
お
い
て

成
立
さ
せ
た
も
の
を
見
る
の
は
素
晴
ら
し
い
」（
一
七
八
九
年
七
月

三
十
日
）
と
語
る
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
マ
イ
ン
ツ
選
帝
侯
が
反
動
的

な
政
策
を
強
化
す
る
中
、
新
た
な
活
力
を
求
め
て
旅
を
計
画
す
る
。

図版 １　 ゲ オ ル ク・ フ ォ ル ス タ ー
（1754―1794）、同時代の銅版
画
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す
な
わ
ち
、『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
の
旅
（
一
七
九
〇
）
で

あ
る
。

旅
か
ら
帰
国
し
た
翌
年
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
イ
ン
ド
・
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
文
学
の
名
作
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
作
『
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
姫
』
を

英
語
か
ら
独
訳
し
て
刊
行
す
る
。
そ
の
翻
訳
は
一
七
七
九
年
に
カ
ッ

セ
ル
で
知
り
合
っ
て
以
来
交
流
の
あ
っ
た
詩
人
ゲ
ー
テ
に
高
く
評
価

さ
れ
る
。
一
七
九
二
年
十
一
月
、
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
旅
の
帰
路
パ

リ
の
状
況
を
見
て
革
命
へ
の
共
感
を
強
め
て
い
た
フ
ォ
ル
ス
タ
ー

は
、
マ
イ
ン
ツ
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
「
自
由
と
平
等
の
一
七
九

二
年
友
の
会
」
に
入
会
、
同
月
、
マ
イ
ン
ツ
臨
時
行
政
委
員
会
の
副

代
表
と
な
る
。
続
い
て
翌
一
七
九
三
年
三
月
、
ラ
イ
ン
・
ド
イ
ツ
国

民
公
会
の
副
議
長
に
就
任
し
た
彼
は
、
ラ
イ
ン
左
岸
の
フ
ラ
ン
ス
と

の
併
合
決
議
を
持
っ
て
パ
リ
に
向
か
う
。
し
か
し
ド
イ
ツ
か
ら
は
国

賊
と
し
て
追
放
さ
れ
、
一
七
九
四
年
一
月
十
日
、
貧
困
の
中
に
パ
リ

で
客
死
す
る
。

以
上
見
る
よ
う
に
、
語
学
、
自
然
科
学
、
美
術
、
文
学
、
政
治
等

に
多
面
的
な
才
能
を
発
揮
し
た
人
物
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
ゲ
オ
ル

ク
・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
残
し
た
『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
も
豊

か
な
内
容
に
彩
ら
れ
た
充
実
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
そ

の
中
か
ら
数
箇
所
を
引
用
・
紹
介
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
紀

行
文
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

作
品
の
成
立

『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
は
三
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
一

部
は
旅
行
メ
モ
と
書
簡
を
も
と
に
、
し
ば
し
ば
中
断
さ
れ
な
が
ら
、

一
七
九
〇
年
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
ま
た
第
二
部
は
一
七
九
一
年

と
一
七
九
二
年
春
に
執
筆
さ
れ
、
一
七
九
一
年
の
年
号
で
ベ
ル
リ
ン

の
フ
ォ
ス
書
店
か
ら
一
巻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
第
三
部

は
改
稿
の
機
会
の
な
い
ま
ま
原
稿
が
残
さ
れ
、
著
者
の
死
後
六
カ
月

目
に
、
L
・
F
・
フ
ー
バ
ー
が
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
手
記
を
『
風
景
』

第
三
部
と
し
て
公
刊
し
た
（
４
）。
本
稿
で
は
、
ア
ウ
フ
バ
ウ
社
の
二
巻
本

『
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
作
品
集
』Forsters W

erke in zw
ei B

änden, 
A
ufbau- Verlag, B

erlin und W
eim

ar 1979

の
第
二
巻
（
第
一
部

と
第
二
部
を
収
録
）
を
底
本
に
叙
述
を
進
め
る
。

作
品
の
構
成

『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
は
全
二
十
七
章
か
ら
成
る
。
順
に
、

１
ボ
ッ
パ
ル
ト
、
２
ア
ン
デ
ル
ナ
ハ
、
３
～
４
ケ
ル
ン
、
５
～

８
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
９
～
１０
ア
ー
ヘ
ン
、
１１
リ
ュ
テ
ィ
ッ
ヒ
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（
リ
エ
ー
ジ
ュ
）、
１２
レ
ー
ヴ
ェ
ン
（
ル
ー
ヴ
ァ
ン
）、
１３
～
１８
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
、
１９
リ
レ
（
リ
ー
ル
）、
２０
～
２２
ア
ン
ト
ヴ
ェ
ル
ペ
ン

（
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
）、
２３
～
２４
ハ
ー
グ
、
２５
～
２６
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、

２７
ヘ
レ
（
ル
）
ヴ
ー
ツ
ル
イ
ス
で
あ
る
。
今
日
で
言
え
ば
１
か
ら

１０
は
ド
イ
ツ
、
１１
か
ら
１８
は
ベ
ル
ギ
ー
、
１９
は
フ
ラ
ン
ス
（
北
部
）、

２０
か
ら
２２
は
再
び
ベ
ル
ギ
ー
、
２３
か
ら
２７
は
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
と
（
リ
ー
ル
を
除
く
）
フ
ラ
ン
ス
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
部
分
は
ほ
ぼ
次
の
経
路
を
辿
っ
て
い
る
。

（
ヘ
ル
ヴ
ー
ツ
ル
イ
ス
）
―
ロ
ン
ド
ン
―
ウ
ィ
ン
ザ
ー
―
ブ
リ
ス

ト
ル
―
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
―
ダ
ー
ビ
ー
―
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
―
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
―
ド
ー
ヴ
ァ
ー
海
峡
―
カ
レ
ー
―
ア
ミ
ア
ン
―
パ
リ
―

シ
ャ
ロ
ン
―
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
―
メ
ス
―
マ
イ
ン
ツ
。

以
上
の
旅
の
中
か
ら
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
の
数
箇
所
お
よ
び
ベ

ル
ギ
ー
の
リ
エ
ー
ジ
ュ
を
覗
い
て
み
る
が
、
参
考
の
た
め
に
、
当
時

の
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
の
状
況
を
は
じ
め
に
確
認
し
て
お
く

こ
と
に
す
る
。

［
オ
ラ
ン
ダ
（
５
）と
ベ
ル
ギ
ー
］

両
国
の
歴
史
は
複
雑
で
あ
る
が
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
詳
し
く
叙
述

し
て
い
る
の
は
、
今
日
の
ベ
ル
ギ
ー
の
都
市
で
は
リ
エ
ー
ジ
ュ
、

ル
ー
ヴ
ァ
ン
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
、
オ
ラ
ン
ダ
で

は
、（
デ
ン
・
）
ハ
ー
グ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
首
都
）
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
、
昔
、
東
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
属
し
て
い
た
が
、
中
世

に
封
建
化
が
進
ん
だ
あ
と
、
十
四
世
紀
に
は
ブ
ル
グ
ン
ト
家
、
十
五

世
紀
に
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
支
配
し
た
。
十
六
世
紀
、
同
家
が
分

裂
す
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
は
イ
ス
パ
ニ
ア
＝
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
宗
教
改
革
の
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ス
パ
ニ
ア
が
対

立
し
、
一
五
八
一
年
、
オ
ラ
ン
ダ
は
独
立
を
宣
言
、
一
六
〇
九
年
、

実
質
上
、
オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
（
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
連
邦
共
和
国
）
が

成
立
す
る
。
そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
は
商
業
国
と
し
て
隆
盛
を
極
め
、

海
外
に
も
進
出
し
た
が
、
十
七
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
と
の
戦
争
に
敗
れ

て
国
力
が
衰
え
、
一
七
九
五
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
軍
が
侵
入
、
オ

ラ
ン
ダ
共
和
国
は
崩
壊
し
た
。

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
ラ
イ
ン
下
流
地
方
を
旅
行
し
た
の
は
、
従
っ

て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
軍
が
オ
ラ
ン
ダ
に
侵
入
す
る
数
年
前
で
、
封
建

的
な
絶
対
主
義
を
廃
止
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
初
め
て
市
民
革
命
を

成
功
さ
せ
た
オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
を
彼
は
「
想
像
上
で
は
な
い
真
の
自

由
の
大
地
」
と
称
え
て
い
る
。

一
方
ベ
ル
ギ
ー
王
国
の
歴
史
は
新
し
い
。
一
八
〇
六
年
、
ナ
ポ
レ
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オ
ン
は
弟
ル
イ
を
オ
ラ
ン
ダ
国
王
に
任
命
し
［
バ
タ
ビ
ア
共
和
国
］、

一
八
一
〇
年
に
は
そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
に
合
併
し
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

戦
争
後
の
一
八
一
五
年
、
イ
ギ
リ
ス
亡
命
中
の
ウ
ィ
レ
ム
（
六
世
）

が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
即
位
し
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
王
国
が
成
立
す

る
。
し
か
し
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
多
い
南
東
部
の
住
民
は
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
主
流
の
オ
ラ
ン
ダ
の
政
策
へ
の
反
発
を
強
め
、
フ
ラ
ン
ス

の
七
月
革
命
（
一
八
三
〇
）
を
契
機
に
独
立
運
動
を
起
こ
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
列
強
は
ロ
ン
ド
ン
会
議
で
そ
れ
を
承
認
、
一
八
三
九
年
、
ベ

ル
ギ
ー
王
国
が
成
立
す
る
。（
※
従
っ
て
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
当
時
、

ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
国
は
存
在
し
て
い
な
い
。）

一　

ラ
イ
ン
下
り

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
と
共
に
マ
イ
ン
ツ
か

ら
船
に
乗
っ
た
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
先
ず
、
船
上
か
ら

の
眺
め
を
次
の
よ
う
に
叙
述
す
る
。

そ
う
こ
う
す
る
間
に
、
あ
ち
こ
ち
に
ア
ー
モ
ン
ド
と
桃
の
木
、

そ
し
て
幾
本
か
の
早
咲
き
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
幹
が
白
く
赤
く
蔽
わ

れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
ラ
イ
ン
の
流
れ
の
比
較
的
狭
い
部
分
に

お
い
て
も
、
葡
萄
の
木
で
美
観
を
損
な
わ
れ
て
い
な
い
山
峡
の
裸

の
岩
壁
や
段
丘
に
咲
く
そ
の
よ
う
な
春
の
子
が
、
未
来
へ
の
美
し

い
希
望
を
我
々
の
中
に
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
た
。［
…
…
］　　
　

我
々
は
何
時
間
も
甲
板
に
座
っ
て
、
今
や
穏
や
か
な
河
水
で
爽

快
に
な
っ
た
緑
色
の
ラ
イ
ン
の
波
を
覗
き
込
ん
だ
。
互
い
に
繫
が

り
合
う
町
々
、
豊
か
な
葡
萄
の
岸
辺
、
遠
く
か
ら
招
く
ヨ
ハ
ニ
ス

ベ
ル
ク
司
教
座
教
会
の
建
物
、
ま
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ね
ず
み

塔
や
塔
に
向
き
合
っ
て
岩
場
に
懸
る
望
楼
の
眺
め
を
我
々
は
楽
し

ん
だ
。
低
木
林
の
山
が
鏡
の
よ
う
に
明
る
い
平
ら
な
川
面
に
深
い

影
を
投
げ
か
け
、
そ
の
影
の
中
に
、
突
然
の
太
陽
の
き
ら
め
き
に

照
ら
さ
れ
て
、
ハ
ト
ー
の
塔
が
白
く
浮
か
び
上
が
っ
た
。
河
水
が

ざ
わ
め
き
下
る
岩
礁
が
流
れ
を
絵
の
よ
う
に
美
し
く
引
き
裂
い
て

い
た
（
６
）。（
図
版
２
）

ア
ー
モ
ン
ド
、
桃
、
桜
な
ど
の
花
が
一
斉
に
咲
き
乱
れ
る
ド
イ
ツ

の
春
の
美
し
い
光
景
が
右
の
一
節
か
ら
彷
彿
と
し
て
く
る
。
ラ
イ
ン

下
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
マ
イ
ン
ツ
か
ら
コ
ー
ブ
レ
ン
ツ
で
あ
る
。
有

名
な
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
岩
も
そ
の
途
中
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
左
岸

の
マ
イ
ン
ツ
か
ら
右
岸
の
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
に
向
か
い
、
さ
ら
に

ラ
イ
ン
・
ワ
イ
ン
で
名
高
い
リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
（
右
岸
）
に
行
く
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途
中
の
美
し
い
風
景
の
中
に
、
ヨ
ハ
ニ
ス
ベ
ル
ク
の
教
会
が
あ
る

（
一
九
四
二
年
に
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
が
、間
も
な
く
再
建
さ
れ
た
）。

そ
し
て
リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
か
ら
左
岸
の
ビ
ン
ゲ
ン
に
移
る
河
中
島

に
、
ね
ず
み
塔
が
立
っ
て
い
る
。
こ
の
塔
は
マ
イ
ン
ツ
の
大
司
教
ハ

ト
ー
一
世
（
在
位
八
九
一
―
九
一
三
／
異
説
で
は
ハ
ト
ー
二
世
、
在

位
九
六
八
―
七
〇
）
の
伝
説
で
有
名
で
あ
る
。

グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
（
７
）』
に
よ
る
と
、
昔
、
ド
イ
ツ
が

大
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、
大
司
教
ハ
ト
ー
は
貧
者
を
納
屋
に
集

め
て
焼
き
殺
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
、
彼
ら
を
ね
ず
み
に
譬
え
た

冷
酷
無
情
な
大
司
教
を
、
そ
の
後
、
ね
ず
み
が
襲
っ
た
。
大
司
教
は

ラ
イ
ン
の
河
中
島
に
塔
を
建
て
て
逃
れ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
ね

ず
み
は
流
れ
を
渡
っ
て
塔
に
這
い
上
り
、
遂
に
ハ
ト
ー
を
食
い
尽
く

し
て
し
ま
っ
た
。

美
し
い
風
景
の
背
後
に
は
、
こ
の
よ
う
に
悲
惨
な
歴
史
あ
る
い
は

伝
説
が
隠
さ
れ
て
い
る
。『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
の
著
者
が
、

隣
国
で
勃
発
し
た
革
命
に
賛
同
し
、
自
由
と
平
等
を
求
め
て
、
そ
の

後
、
伝
説
の
舞
台
と
な
っ
た
マ
イ
ン
ツ
で
活
動
し
、
最
後
は
パ
リ
で

客
死
し
た
事
実
を
考
え
る
と
、
右
の
「
風
景
」
は
幾
重
に
も
意
味
深

い
。
物
語
は
中
世
の
も
の
だ
が
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
『
風
景
』
を
描

い
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
絶
対
王
政
が
崩
壊
し
、
新
た
な
時
代
の

図版 ２　ザンクト・ゴアーハウゼンと猫城の廃墟、W・トンブルソン、1832 年
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幕
が
上
が
り
始
め
て
い
た
頃
で
、
そ
の
只
中
に
い
て
政
治
活
動
に
身

を
投
じ
た
彼
に
と
っ
て
、
司
教
と
彼
を
食
い
殺
し
た
ね
ず
み
の
物
語

は
、
遠
い
時
代
の
伝
説
で
は
な
く
、
ず
っ
と
身
近
な
も
の
に
感
じ
ら

れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

二　

ゴ
シ
ッ
ク
建
築

ラ
イ
ン
下
り
の
名
所
を
眺
め
た
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
コ
ー
ブ
レ
ン

ツ
か
ら
ア
ン
デ
ル
ナ
ハ
を
通
っ
て
、
ボ
ン
を
過
ぎ
、
や
が
て
大
聖
堂

で
知
ら
れ
る
ケ
ル
ン
に
到
着
す
る
。
ド
ー
ム
に
関
す
る
彼
の
叙
述

は
、
ヘ
ル
ダ
ー
編
『
ド
イ
ツ
的
様
式
と
芸
術
』（
一
七
七
三
年
刊
（
８
））

に
収
録
さ
れ
た
若
き
ゲ
ー
テ
の
有
名
な
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
大
聖

堂
の
そ
れ
と
と
も
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
論
の
双
璧
で
あ
る
。

我
々
は
大
聖
堂
に
歩
み
入
っ
た
。
そ
し
て
深
い
暗
闇
の
中
、
も

は
や
何
物
も
区
別
出
来
な
く
な
る
ま
で
そ
こ
に
留
ま
っ
た
。
ケ
ル

ン
を
訪
れ
る
た
び
に
、
私
は
何
度
も
こ
の
壮
麗
な
寺
院
に
赴
き
、

崇
高
な
身
震
い
を
感
じ
る
。
巨
匠
の
作
品
の
大
胆
さ
を
前
に
す
る

と
、
精
神
は
驚
き
と
感
嘆
の
あ
ま
り
大
地
に
倒
れ
伏
す
。
そ
の

後
、
ふ
た
た
び
同
じ
精
神
の
〈
一
〉
観
念
で
あ
る
完
成
に
向
か
っ

て
誇
ら
し
く
飛
翔
し
て
ゆ
く
。
人
間
の
諸
力
の
作
用
が
我
々
に

と
っ
て
巨
大
な
も
の
に
見
え
れ
ば
見
え
る
ほ
ど
、
我
々
の
内
部
に

作
用
す
る
存
在
意
識
も
一
層
高
く
舞
い
上
が
る
。
覆
い
の
中
の
気

高
い
異
邦
人
と
は
誰
な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ほ
ど
多
様
な
か
た
ち
で

己
を
打
ち
明
け
、
外
部
の
対
象
を
捉
え
我
が
物
に
し
て
語
り
か
け

る
か
の
よ
う
な
こ
の
記
念
碑
を
残
す
こ
と
が
出
来
る
存
在
と
は
？　

我
々
は
、
数
世
紀
後
に
、
建
築
物
を
散
策
し
な
が
ら
、
芸
術
家
の

気
持
ち
を
感
じ
、
彼
が
空
想
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
予
感
す
る
。

天
に
向
か
っ
て
弧
を
描
く
内
陣
の
壮
麗
さ
は
、
あ
ら
ゆ
る
想
像

を
超
え
る
威
厳
あ
る
簡
素
さ
を
持
っ
て
い
る
。
途
方
も
な
い
奥
行

き
に
ほ
っ
そ
り
し
た
柱
の
群
れ
が
、
太
古
の
森
の
木
々
の
よ
う
に

立
っ
て
い
る
。
最
も
高
い
頂
で
、
木
々
は
枝
の
樹
冠
に
分
か
れ
、

そ
の
樹
冠
は
隣
の
樹
冠
と
と
も
に
尖
っ
た
弧
を
描
き
、
そ
れ
ら
を

追
跡
し
よ
う
と
す
る
眼
に
は
殆
ど
到
達
不
可
能
で
あ
る
。
宇
宙
の

測
り
難
さ
は
限
ら
れ
た
空
間
で
は
具
体
化
さ
れ
得
な
い
が
、
支
柱

や
壁
の
こ
の
大
胆
な
上
昇
志
向
の
中
に
は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
な

い
何
か
が
あ
る
。
そ
れ
は
想
像
力
を
い
と
も
易
々
と
無
限
性
の
中

へ
延
長
し
て
ゆ
く
。

ギ
リ
シ
ア
の
建
築
術
は
、
議
論
の
余
地
な
く
、
完
成
さ
れ
た
も

の
、
一
致
す
る
も
の
、
関
連
に
満
ち
た
も
の
、
精
選
さ
れ
た
も



8

の
、
一
言
で
云
え
ば
、
美
な
る
も
の
の
総
括
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
こ
の
支
柱
は
、
一
つ
一
つ
見
る
と
、
葦ヨ

シ

の
茎
の

よ
う
に
揺
れ
そ
う
だ
が
、
多
数
集
ま
っ
て
柱
身
に
統
一
さ
れ
る
と

塊
を
作
り
、
そ
の
真
っ
直
ぐ
な
成
長
を
維
持
で
き
る
。
言
わ
ば
無

を
礎
に
し
た
丸
天
井
の
下
で
、
そ
れ
ら
は
軽
や
か
に
漂
う
の
だ

が
、
そ
れ
は
蔭
豊
か
な
森
の
梢
の
蒼
穹
の
よ
う
だ
。
―
―
こ
こ
で

は
感
覚
が
芸
術
的
な
始
ま
り
を
大
は
し
ゃ
ぎ
で
楽
し
ん
で
い
る
。

［
…
…
］
こ
れ
ほ
ど
壮
麗
な
建
築
物
が
未
完
成
の
ま
ま
に
留
ま
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
真
に
残
念
で
あ
る（（
（

。

ケ
ル
ン
大
聖
堂
は
、
ア
ミ
ア
ン
の
大
聖
堂
を
模
範
に
、
内
陣
、
三

つ
の
翼
廊
と
五
つ
の
長
堂
か
ら
成
っ
て
い
る
。
奥
行
き
一
四
四
メ
ー

ト
ル
、
幅
八
六
メ
ー
ト
ル
、
塔
の
高
さ
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
ゴ
シ
ッ

ク
建
築
物
で
あ
る
。
一
二
四
八
年
に
ア
ミ
ア
ン
出
身
の
巨
匠
ジ
ェ

ラ
ー
ル
に
よ
っ
て
起
工
さ
れ
（
一
二
七
一
年
ま
で
）、
巨
匠
ア
ル
ノ

ル
ト
が
引
き
継
ぎ
（
一
三
〇
〇
年
頃
ま
で
）、
内
陣
は
一
三
二
二
年

に
奉
献
さ
れ
た
が
、
翼
廊
と
長
堂
お
よ
び
西
正
面
は
未
完
成
に
終
わ

り
、
一
五
六
〇
年
以
後
は
ま
っ
た
く
放
置
さ
れ
て
い
た
。

昔
の
設
計
図
に
基
づ
い
て
工
事
が
再
開
さ
れ
た
の
は
よ
う
や
く
一

八
四
二
年
の
こ
と
で
、
一
八
八
〇
年
に
そ
れ
は
完
成
し
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
爆
撃
で
破
壊
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
て
い
る（（1
（

（
図
版
３
）。

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
に
関
す
る
本
格
的
な
論
考
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
の
形
式
問
題
』（
一
九
一
一
年
初
版
）

（
邦
訳
『
ゴ
シ
ッ
ク
美
術
形
式
論（（1
（

』）
を
筆
頭
に
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
学
』（
一
九
五
一
年
初

版（（1
（

）、
や
O
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ム
ソ
ン
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
聖
堂
』（
一

九
五
六
年（（1
（

）
等
の
名
著
が
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
民
族
大
移
動
の
時
代
、

イ
タ
リ
ア
の
古
代
文
化
を
破
壊
し
た
ゴ
ー
ト
人
（G

ote

）
こ
そ
異

質
で
野
蛮
な
中
世
芸
術
の
創
始
者
で
あ
る
、
と
し
た
イ
タ
リ
ア
・
ル

ネ
サ
ン
ス
の
理
論
家
た
ち
の
あ
る
種
蔑
視
的
な
理
解
（
ヴ
ァ
ザ
ー

リ
）
を
起
源
に
し
て
い
た
た
め
に
、
十
八
世
紀
に
お
い
て
も
「
ゴ

シ
ッ
ク
的
」gotisch

と
い
う
言
葉
に
は
未
だ
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
付
随
し
て
い
た
が
、
一
八
二
〇
年
頃
に
よ
う
や
く
、
精
確
な
概

念
規
定
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（Lexikon der K

un

（
（1
（st

）。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
大
聖
堂
を
め
ぐ
る

ゲ
ー
テ
の
論
文
「
建
築
術
に
つ
い
て
」（
前
記
『
ド
イ
ツ
的
様
式
と

芸
術
』
所
収
、
一
七
七
三
年
刊
）
や
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
『
ラ
イ
ン
下

流
地
方
の
風
景
』（
一
七
九
一
年
刊
）
に
お
け
る
ケ
ル
ン
大
聖
堂
に

関
す
る
所
感
は
、
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
の
研
究
に
一
世
紀
以
上
も
先
だ
っ
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て
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
再
評
価
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
た
の
で
あ

る（（1
（

。
ゲ
ー
テ
も
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
も
、
理
論
家
と
い
う
よ
り
は
文
人
で

あ
る
た
め
に
、
彼
ら
の
文
章
は
、
今
日
も
な
お
、
一
般
読
者
に
と
っ

て
感
覚
的
に
も
理
解
し
や
す
く
、
し
か
も
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
最
も
重

要
な
性
格
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
ケ
ル
ン
大
聖
堂
の
中
を
「
太
古
の
森
」
に
譬
え

る
。
そ
そ
り
立
つ
支
柱
は
森
の
一
本
一
本
の
木
に
他
な
ら
ず
、
樹
冠

が
人
々
の
頭
上
で
高
く
弧
を
描
く
よ
う
に
、
ド
ー
ム
の
天
井
も
枝
分

か
れ
し
た
支
柱
に
よ
っ
て
軽
や
か
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
ア
ー
チ
を
形

成
し
て
い
る
。
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
ド
ー
ム
空
間
に
何
よ
り
も
「
大
胆

な
上
昇
志
向
」
を
感
じ
取
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
魅
力
と
迫
力
は
ま

さ
し
く
そ
こ
に
あ
る
。
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
ケ
ル
ン
大
聖
堂
の
以
上
の

特
性
を
、
ギ
リ
シ
ア
建
築
と
の
比
較
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の

だ
が
、
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
も
そ
の
著
書
の
中
で
同
様
の
比
較
を
試
み
て

い
る
。

最
後
に
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
壮
麗
な
こ
の
ド
ー
ム
が
未
だ
完
成
し

て
い
な
い
事
実
を
惜
し
む
。
実
は
、
彼
の
こ
の
発
言
が
契
機
と
な
っ

て
、
後
に
、
ケ
ル
ン
出
身
の
美
学
者
・
蒐
集
家
ズ
ル
ピ
ツ
・
ボ
ワ
ス

レ
ー
は
ケ
ル
ン
大
聖
堂
の
古
設
計
図
を
入
手
し
て
建
築
工
事
の
続
行

を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
る
（G

. Steiner, G
eorg Forst

（
（1
（er

）、
彼

と
交
流
の
あ
っ
た
ゲ
ー
テ
も
ド
ー
ム
工
事
の
再
開
に
寄
与
し
た
の
だ

が（（1
（

、
実
際
、
当
時
の
絵
を
見
る
と
、
ケ
ル
ン
大
聖
堂
は
今
日
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
外
観
を
呈
し
て
い
る
。

旅
行
家
で
博
物
学
者
で
あ
る
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
も
う
一
つ
の
顔

は
、
右
に
見
る
よ
う
に
、
意
外
に
も
、
芸
術
批
評
家
と
し
て
の
そ
れ

で
あ
る
。『
イ
ギ
リ
ス
芸
術
史
』（
一
七
八
九
）
の
著
書
も
あ
る
彼

は
、『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
の
中
で
も
し
ば
し
ば
美
術
に
関

し
て
所
見
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
の
紀
行
文
の
魅
力
の
一
源
泉

と
な
っ
て
い
る
。

図版 ３　ケルン大聖堂、長堂と聖堂内
陣、左側に聖ミカエル像
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三　

美
術
館
見
学

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
ケ
ル
ン
の
次
に
訪
れ
た
の
は
、
ラ
イ
ン
河
畔
の

商
業
都
市
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
あ
る
。
今
日
、
公
園
や
散
歩
道
が

整
備
さ
れ
、
ゲ
ー
テ
博
物
館
や
詩
人
ハ
イ
ネ
の
生
家
が
あ
る
美
し
い

町
だ
が
、
こ
の
都
市
で
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
美
術
鑑
賞
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
間
に
私
は
グ
イ
ド
の
天
に
上
る
マ
ド
ン
ナ
（
図
版
４
）

に
な
お
別
れ
の
一
瞥
を
送
る
こ
と
に
す
る
。
素
晴
ら
し
い
鑑
賞
に

非
常
に
感
謝
し
て
い
る
の
で
、
聖
母
に
関
し
て
完
全
に
沈
黙
す
る

こ
と
な
ど
出
来
な
い
か
ら
だ
。

ド
レ
ス
デ
ン
で
私
は
こ
の
主
題
を
扱
っ
た
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
偉
大

な
作
品
（
図
版
５
）
を
見
た
。
そ
こ
で
は
、
己
の
所
有
で
あ
る

玉
座
に
ふ
た
た
び
帰
っ
て
行
く
の
は
天
の
女
王
で
あ
る
。
彼
女
は

漂
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
立
っ
て
い
る
、
嬉
し
げ
と
い
う
よ
り
は

思
案
し
な
が
ら
。
神
々
し
い
女
性
は
彼
女
が
属
し
て
い
る
の
で
は

な
い
世
界
を
去
っ
て
行
く
。
崇
拝
す
る
天
使
た
ち
は
歓
呼
し
て
は

い
な
い
。
彼
ら
は
天
を
祝
っ
て
い
る
。
―
―
グ
イ
ド
の
マ
リ
ア
は

ど
う
か
？　

彼
女
は
人
間
的
に
き
わ
め
て
美
し
い
。
今
や
苦
悩
か

図版 ４　グイド・レーニ、「マリア
被昇天」、1631 ／ 42 年

図版 ５　ラファエロ、「システィーナ
の聖母」、1512 ／ 13 年
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ら
、
こ
の
世
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
天
を
自
由
に
眺
め
る
女

性
で
あ
る
。
彼
女
の
陶
酔
し
た
眼
差
し
、
彼
女
の
晴
れ
や
か
な

顔
、
彼
女
の
広
げ
ら
れ
た
両
腕
は
、
筆
舌
に
は
尽
く
せ
な
い
彼
女

の
歓
喜
を
告
げ
て
い
る
。
足
元
の
二
人
の
天
使
は
、
グ
イ
ド
の
天

使
に
特
有
の
魅
力
を
示
し
な
が
ら
、
彼
女
を
高
々
と
運
び
、
彼
女

の
衣
装
に
寄
り
添
い
、
彼
女
の
天
上
的
な
愛
を
喜
ん
で
い
る
。

―
―
否
、
天
使
が
喜
ん
で
い
る
と
き
は
、
人
間
は
そ
れ
を
語
っ
て

は
な
ら
な
い
！

［
…
…
］

ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
姿
と
は
異
な
る
美
の
理
想
が
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
天
使
の
中
に
私
は
初
め
て
そ
れ
を
見
る
。
火
天
［
古
代

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
人
が
考
え
た
最
高
天
／
神
と
天
使
が
住
む
天

上
界
］
の
奇
跡
に
感
覚
的
な
か
た
ち
を
与
え
、
天
使
の
純
粋
さ

と
、
互
い
に
交
信
す
る
至
高
の
霊
の
穏
や
か
な
火
や
神
々
し
い
青

年
と
優
雅
の
女
神
の
姿
を
し
た
永
遠
の
晴
れ
や
か
さ
の
魅
力
と
を

組
み
合
わ
せ
て
造
型
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
、
私
は
思
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。
お
お
、
グ
イ
ド
よ
、
優
し
い
夢
想
家
よ
、
貴

方
の
空
想
を
通
し
て
夢
想
は
何
と
人
の
心
を
そ
そ
る
こ
と
だ
ろ

う
！　

こ
の
絵
の
中
で
は
す
べ
て
が
魔
法
だ
、
そ
し
て
魔
法
の
よ

う
に
こ
の
絵
は
感
情
を
捉
え
る
。
素
描
の
繊
細
な
精
確
さ
、
マ
ド

ン
ナ
の
姿
勢
、
群
れ
の
形
、
詩
全
体
の
優
し
い
典
雅
さ
、
エ
ー
テ

ル
の
よ
う
な
衣
装
の
華
麗
さ
と
優
雅
さ
、
そ
し
て
私
は
敢
え
て
主

張
す
る
が
、
光
の
世
界
を
視
覚
化
す
る
色
彩
の
眩
し
い
輝
き
、
そ

の
輝
き
を
我
々
の
弱
々
し
い
眼
は
殆
ど
見
上
げ
る
勇
気
さ
え
な

い
！　

こ
こ
で
画
家
た
ち
は
、
天
使
が
ど
の
よ
う
に
飛
び
、
神
々

し
い
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
漂
う
の
か
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る（（1
（

。　

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
右
の
一
節
で
、
二
枚
の
絵
に
つ
い
て
語
る
。
一

枚
は
眼
前
の
グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
（
一
五
七
五
―
一
六
四
二
／
イ
タ
リ

ア
・
バ
ロ
ッ
ク
期
の
画
家
）
の
「
マ
リ
ア
被
昇
天
」D

ie 
H
im

m
elfahrt M

ariae

（
一
六
三
一
／
四
二
年
作
）、
も
う
一
枚
は

彼
が
か
つ
て
見
た
ラ
フ
ァ
エ
ロ
（
一
四
八
三
―
一
五
二
〇
） 

作
「
シ

ス
テ
ィ
ー
ナ
の
聖
母
」（Sixtinische M

adonna/ M
adonna 

Sistina

［
伊
語
］）（
一
五
一
二
／
一
三
年
作
）
で
あ
る
。

前
者
、
グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
の
「
マ
リ
ア
被
昇
天
」
は
、
現
在
ド
イ

ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
に
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
縦
二
九
五
×
横
二
〇
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
油
彩
画
で
あ
る
。

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
見
学
し
た
当
時
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
美
術
館

に
あ
っ
た
。
元
来
は
イ
タ
リ
ア
・
モ
デ
ナ
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ

リ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
教
会
の
祭
壇
画
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
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る（（1
（

。後
者
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
「
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
聖
母
」
は
、
縦
二
六

五
×
横
一
九
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
油
彩
画
で
、
一
七
五
四
年
に
、

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
が
購
入
し
、
ド
イ
ツ
・
ド
レ
ス
デ
ン
の
絵
画
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
（
ア
ル
テ
・
マ
イ
ス
タ
ー
絵
画
館
）
に
収
蔵
さ
れ
た
画
家

最
後
の
聖
母
像
と
言
わ
れ
る（（2
（

。

「
聖
母
被
昇
天
」
は
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
等
、
多
く
の
画
家
が
描
い

た
テ
ー
マ
だ
が
、
そ
れ
に
用
い
ら
れ
る
ラ
テ
ン
語assum

ptio

は
、

「
引
き
受
け
る
」「
取
り
上
げ
る
」
を
意
味
す
る
動
詞assum

ere

に

由
来
す
る（（2
（

。
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
が
彼
自
ら
天
に
昇
っ
た
の
と
は
異
な

り
、
聖
母
が
天
使
た
ち
に
よ
っ
て
天
に
運
ば
れ
て
い
っ
た
（
取
り
上

げ
ら
れ
た
）
こ
と
を
暗
示
す
る
。
新
約
聖
書
は
聖
母
マ
リ
ア
の
こ
と

は
殆
ど
語
ら
ず
、
彼
女
の
生
涯
を
詳
し
く
報
告
す
る
新
約
聖
書
外
典

「
ヤ
コ
ブ
原
福
音
書
」
も
晩
年
の
マ
リ
ア
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な

い
が（（2
（

、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
読
ま
れ
た
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ

ラ
ギ
ネ
の
『
黄
金
伝
説
』（
一
一
三
「
聖
母
マ
リ
ア
被
昇
天（（2
（

」）
は
、

聖
母
が
十
五
歳
で
キ
リ
ス
ト
を
産
み
、
三
十
三
年
間
御
子
と
暮
ら

し
、
キ
リ
ス
ト
の
死
後
、
十
二
年
間
生
き
て
六
十
歳
で
亡
く
な
っ
た

と
伝
え
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

さ
て
、
あ
る
日
の
こ
と
、
聖
母
は
、
胸
に
お
ん
子
に
た
い
す
る

思
慕
の
念
が
は
げ
し
く
こ
み
あ
げ
て
き
て
、
精
神
は
動
揺
し
、
涙

が
滝
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
で
た
。
わ
が
子
の
慰
め
の
言
葉
を
聞
け
な

く
な
っ
た
日
々
を
平
静
に
生
き
な
が
ら
え
て
い
く
こ
と
な
ど
も
う

耐
え
ら
れ
な
い
思
い
で
あ
っ
た
。
と
、
そ
の
と
き
、
ひ
と
り
の
天

使
［
ガ
ブ
リ
エ
ル
］
が
大
き
な
輝
き
に
つ
つ
ま
れ
て
あ
ら
わ
れ
、

主
の
お
ん
母
に
う
や
う
や
し
く
挨
拶
を
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。

「
お
め
で
と
う
、
恵
ま
れ
た
ひ
と
マ
リ
ア
さ
ま
、
か
つ
て
ヤ
コ
ブ

に
祝
福
を
お
あ
た
え
に
な
っ
た
か
た
の
祝
福
を
お
受
け
な
さ
い
。

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
楽
園
か
ら
棕
櫚
の
枝
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
あ
な
た
の
棺
の
ま
え
に
立
て
て
も
っ
て
い
か
せ
な
さ
い
。

あ
な
た
は
、
三
日
の
の
ち
肉
の
か
ら
だ
か
ら
と
き
は
な
た
れ
、
大

き
な
栄
誉
を
も
っ
て
お
ん
子
に
迎
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う（（2
（

」。

現
世
の
苦
悩
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
天
使
に
よ
っ
て
天
界
へ
運
ば

れ
て
ゆ
く
聖
母
の
姿
を
グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
は
明
る
い
背
景
の
中
に
描

い
て
い
る
。
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、「
陶
酔
し
た
眼
差
し
」、「
晴
れ
や

か
な
顔
」、「
広
げ
ら
れ
た
両
腕
」
に
聖
母
の
「
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い

歓
喜
」
を
見
て
深
く
感
動
し
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
と
は
違
っ
た
「
美

の
理
想
」
を
天
使
の
姿
に
認
め
る
。
素
描
の
「
繊
細
な
精
確
さ
」、



13

聖
母
の
「
姿
勢
」、
天
使
の
「
群
れ
」、
そ
し
て
衣
装
の
「
華
麗
さ
」

と
「
優
雅
さ
」、
す
べ
て
は
「
魔
法
」M

agie

だ
、
と
彼
は
讃
嘆
す

る
。一

方
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
有
名
な
「
シ
ス
テ
ィ
ー

ナ
の
聖
母
」
に
、
空
中
を
「
漂
う
」
と
い
う
よ
り
は
「
立
ち
」、「
嬉

し
げ
」
と
い
う
よ
り
は
「
思
案
し
な
が
ら
」
玉
座
に
帰
っ
て
行
く

「
天
の
女
王
」
を
見
る
。
こ
の
作
品
は
元
来
、
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
の

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
の
依
頼
で
、
祭
壇
画
の
一
翼
と
し
て
描
か

れ
た
も
の
で
、
祭
壇
画
の
中
央
に
キ
リ
ス
ト
磔
刑
図
が
描
か
れ
て
い

る
た
め
に
、
マ
リ
ア
の
表
情
が
厳
し
い
よ
う
で
あ
る（（2
（

。
画
面
左
の
人

物
は
聖
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
、
右
側
は
聖
バ
ル
バ
ラ
で
あ
る
。
聖
母
の
足

元
で
、
片
肘
を
つ
き
、
両
腕
を
組
ん
で
見
上
げ
る
二
人
の
天
使
の
愛

ら
し
さ
は
何
と
も
印
象
的
で
あ
る
。
グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
の
聖
母
足
下

の
二
人
の
天
使
も
ま
た
実
に
可
愛
ら
し
い
が
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は

レ
ー
ニ
の
「
マ
リ
ア
被
昇
天
」
に
何
よ
り
も
「
人
間
的
な
美
」

m
enschlich schön

を
感
じ
た
よ
う
で
、
ま
さ
し
く
そ
こ
に
こ
の

絵
の
魅
力
の
秘
密
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

四　

古
都
ア
ー
ヘ
ン

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
を
出
発
し
た
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
ベ
ル
ギ
ー

と
の
国
境
に
近
い
ア
ー
ヘ
ン
に
向
か
う
。「
水
」「
泉
」
を
意
味
す
る

ラ
テ
ン
語aquae

を
語
源
と
す
る
こ
の
町
は
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代

に
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
、
カ
ー
ル
大
帝
が

当
地
に
都
を
築
い
た
こ
と
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ

ン
王
朝
時
代
、
ア
ー
ヘ
ン
は
帝
国
都
市
と
し
て
大
い
に
発
展
を
遂
げ

た
（
図
版
６
）。

ア
ー
ヘ
ン
は
、
一
七
九
四
年
か
ら
一
八
一
四
年
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス

に
帰
属
し
た
が
、
一
八
一
五
年
プ
ロ
イ
セ
ン
領
と
な
っ
た
。
フ
ォ
ル

ス
タ
ー
が
こ
の
都
市
を
訪
れ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
に
な
る
数
年
前

の
こ
と
で
あ
る
。
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
先
ず
、「
ア
ー
ヘ
ン
は
と
て
も

優
美
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
周
囲
の
丘
の
形
状
は
美
し
く
、
森
林
や

畑
や
建
物
も
豊
か
だ（（2
（

」、
と
町
の
外
観
を
述
べ
た
あ
と
、
か
つ
て
十

万
人
以
上
を
誇
っ
た
町
の
人
口
が
、
現
在
で
は
三
万
人
に
ま
で
減
少

し
て
い
る
事
実
に
触
れ
、
人
口
希
薄
化
の
原
因
を
制
度
の
欠
陥
の
責

任
に
帰
す
の
は
的
外
れ
で
、
ア
ー
ヘ
ン
の
没
落
に
は
様
々
な
要
因
が

複
雑
に
絡
ま
っ
て
い
る
、
と
し
て
次
の
よ
う
に
語
る
。
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カ
ー
ル
大
帝
の
宮
廷
が
あ
り
、
多
く
の
皇
帝
が
戴
冠
し
た
場
所

は
久
し
く
、
有
用
な
諸
芸
術
と
産
業
の
拠
点
、
重
要
な
商
業
の
集

散
地
で
あ
り
中
心
地
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
帝
国
の
遠
隔
地
か

ら
多
種
多
様
な
関
心
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人
々
が
集
結
し

た
。
ま
た
そ
こ
で
は
そ
の
合
流
に
よ
っ
て
、
貨
幣
が
よ
り
迅
速
に

流
通
し
、
品
々
が
よ
り
素
早
く
交
換
さ
れ
、
少
な
く
と
も
あ
の
時

代
に
は
か
な
り
の
程
度
の
消
費
が
行
わ
れ
た
。［
…
…
］

現
在
、
状
況
は
す
べ
て
違
っ
て
い
る
。
ア
ー
ヘ
ン
は
戴
冠
の
瞬

間
の
皇
帝
の
臨
席
に
も
、
ま
し
て
持
続
的
な
そ
の
滞
在
に
も
恵
ま

れ
て
い
な
い
。
皇
帝
の
臨
席
が
与
え
る
こ
と
が
出
来
た
栄
光
は
、

こ
の
町
か
ら
退
却
し
て
し
ま
っ
た
。
町
の
周
り
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

方
角
に
や
が
て
立
派
な
国
家
が
成
立
し
た
。
勤
勉
と
自
由
と
幸
運

が
、
互
い
に
競
い
合
っ
て
、
多
く
の
新
し
い
都
市
に
咲
き
誇
る
豊

か
な
生
活
を
贈
り
、
商
業
を
他
の
運
河
に
誘
導
し
、
人
間
の
精
神

を
発
展
さ
せ
形
成
し
た
。
離
れ
離
れ
の
場
所
で
、
頑
固
に
盲
目
的

に
古
い
因
習
に
し
が
み
つ
い
て
い
て
は
生
ま
れ
得
な
か
っ
た
よ
う

な
精
神
を
。
し
か
し
そ
の
後
、
考
え
の
異
な
る
宗
派
に
対
す
る
相

変
わ
ら
ず
の
狂
暴
さ
、
非
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
市
民
の
多
く
の
特

権
か
ら
締
め
出
す
偏
見
と
い
う
名
の
圧
制
、
絶
え
ず
名
の
み
の
帝

図版 ６	 L・ローボック・J・M・コルプ、アーヘン大聖堂、西側風景、鋼版画、
1820 ／ 40 年
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国
自
由
都
市
の
独
裁
の
た
め
に
戦
っ
た
様
々
な
党
派
の
暴
威
、
最

後
に
、
各
種
の
ギ
ル
ド
（
同
業
組
合
）
の
陰
険
な
専
制
主
義
、
こ

う
い
っ
た
も
の
が
、
習
俗
の
堕
落
へ
、
庶
民
や
市
民
の
真
に
最
上

の
も
の
に
対
す
る
盲
目
へ
、
怠
惰
へ
、
乞
食
へ
、
そ
し
て
人
口
希

薄
化
へ
と
強
力
に
作
用
し
た（（2
（

。

ピ
ピ
ン
三
世
に
よ
っ
て
七
五
一
年
に
興
さ
れ
た
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
誕
生
を
予
告
し（（2
（

、
彼
の
後
を
継
い
だ
カ
ー
ル
大
帝

は
、
今
日
の
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
を
核
と
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
部
に
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
築
き
、
文
字
通
り
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
父
」
と
な
っ
た
。
ま
さ
し
く
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
し
て
彼

が
晩
年
（
七
九
四
年
以
降
）
に
宮
廷
を
構
え
た
ア
ー
ヘ
ン
に
は
、
各

国
か
ら
当
代
一
流
の
学
者
が
集
ま
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
［
ア
ン
グ
ロ
・

サ
ク
ソ
ン
］・
ヨ
ー
ク
出
身
の
神
学
者
ア
ル
ク
イ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
出

身
フ
ラ
ン
ス
で
没
し
た
著
作
家
オ
ル
レ
ア
ン
の
テ
オ
ド
ル
フ
、
イ
タ

リ
ア
［
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
］
出
身
の
歴
史
家
パ
ウ
ル
ス
・
デ
ィ
ア
コ
ヌ

ス
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
で
は
ア
イ
ン
ハ
ル
ト
。
彼
は
七
九
四
年
頃
、
フ

ル
ダ
の
修
道
院
か
ら
大
帝
の
宮
廷
に
招
か
れ
『
カ
ロ
ル
ス
大
帝
伝（（2
（

』

を
残
す
。
こ
う
し
て
ア
ー
ヘ
ン
に
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
は
花

咲
い
た
（
図
版
７
）。

と
こ
ろ
で
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
は
元
々
、
マ
ー
ス
河
と
モ
ー
ゼ
ル
河
の

間
の
地
域
を
本
拠
地
と
す
る（（3
（

。
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
そ

し
て
フ
ラ
ン
ス
、
い
ず
れ
に
も
近
い
ア
ー
ヘ
ン
は
そ
の
中
心
と
も
言

え
る
。
ゲ
ル
マ
ン
的
要
素
と
ガ
リ
ア
的
要
素
の
中
間
地
点
に
位
置

し
、
多
様
な
文
化
を
統
一
的
に
把
握
す
る
の
に
適
し
た
位
置
に
あ

る
。
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
「
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
」
は
、
こ
う
し

た
場
所
へ
の
言
っ
て
み
れ
ば
歴
史
の
旅
で
も
あ
っ
た
。

先
の
引
用
文
の
前
半
は
カ
ー
ル
大
帝
時
代
の
栄
華
に
触
れ
て
い

る
。
但
し
、
と
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
続
け
る
、
過
去
の
輝
か
し
さ
は
、

今
や
ア
ー
ヘ
ン
か
ら
去
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
。
引
用
文
の
後
半
で

図版 ７　アーヘン大聖堂、皇帝の玉座
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フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
人
口
減
少
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
ア
ー
ヘ
ン
の

衰
退
の
原
因
に
触
れ
、
そ
れ
は
単
な
る
制
度
の
欠
陥
と
い
う
よ
り
も

様
々
な
角
度
か
ら
考
察
す
べ
き
複
雑
な
問
題
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
宗
教
的
な
対
立
（「
異
な
る
宗
派
に
対
す
る
狂
暴
さ
」、「
非

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
排
除
」）
や
政
治
的
・
経
済
的
な
偏
狭
さ
（「
帝

国
自
由
都
市
の
独
裁
」、「
ギ
ル
ド
の
専
制
主
義
」）
等
に
、
彼
は
都

市
の
衰
退
や
貧
富
の
格
差
拡
大
の
要
因
を
探
る
。

『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
か
ら
数
年
後
、
自
由
と
平
等
を
謳

う
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
共
感
し
て
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
活
動
を
開
始
す

る
が
、
そ
の
心
境
の
根
底
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
社
会
の
現
状
を

鋭
く
観
察
し
分
析
し
て
、
よ
り
良
き
未
来
を
構
築
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
は
何
か
を
問
う
真
摯
な
問
題
意
識
が
潜
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
彼
の
紀
行
文
は
視
野
の
広
い
そ
し
て
緻
密
な
社
会
批
判
の
眼
を

土
台
に
し
て
い
る
。

五　

フ
ラ
ン
ス
語
圏
へ

古
都
ア
ー
ヘ
ン
を
後
に
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
次
に
フ
ラ
ン
ス
文
化

の
色
濃
い
リ
エ
ー
ジ
ュ
［
リ
ュ
テ
ィ
ヒ
］
に
入
る
。
今
日
の
ベ
ル

ギ
ー
南
東
部
の
町
で
あ
る
。『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
の
中
で

も
、
こ
の
章
は
場
面
転
換
の
鮮
や
か
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

魔
法
の
杖
の
一
振
り
で
私
た
ち
は
他
の
国
に
移
さ
れ
た
か
の
よ

う
だ
。
私
が
こ
こ
で
周
囲
に
見
る
も
の
は
す
べ
て
、
数
時
間
前
に

ア
ー
ヘ
ン
で
後
に
し
た
も
の
と
は
無
限
に
異
な
っ
て
い
る
。
町
を

一
瞥
し
た
だ
け
で
驚
き
で
あ
っ
た
。
町
は
遠
く
か
ら
は
認
め
ら
れ

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
マ
ー
ス
河
の
深
い
谷
に
横
た
わ
っ
て

い
る
か
ら
だ
。［
…
…
］
私
は
小
さ
な
都
市
を
予
想
し
て
い
た
。

そ
こ
で
大
都
市
を
眺
め
た
と
き
、
私
は
何
と
び
っ
く
り
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
こ
の
町
は
十
万
人
の
住
民
を
抱
え
る
こ
と
が
出
来
、
実

際
、
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る（（3
（

。

ド
イ
ツ
語
圏
の
町
で
は
感
じ
な
か
っ
た
文
化
シ
ョ
ッ
ク
を
、
フ
ォ

ル
ス
タ
ー
は
こ
の
リ
エ
ー
ジ
ュ
で
痛
感
し
た
よ
う
だ
。
彼
の
言
葉
通

り
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
は
マ
ー
ス
河
の
谷
に
拡
が
る
都
市
で
、
付
言
す
る

と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
座
の
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
南
東
部
ワ
ロ
ン
地
方

の
中
心
地
で
あ
る
。

一
八
三
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
独
立
し
た
ベ
ル
ギ
ー
王
国
は
、
北

部
が
砂
丘
の
海
岸
地
帯
、
中
部
は
平
野
部
、
そ
し
て
南
部
は
ア
ル
デ

ン
ヌ
高
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
南
三
十
キ
ロ
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メ
ー
ト
ル
を
境
に
、
北
は
オ
ラ
ン
ダ
語
方
言
の
フ
ラ
マ
ン
語
を
話
す

フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
、
南
は
フ
ラ
ン
ス
語
方
言
の
ワ
ロ
ン
語
を
話
す
ワ

ロ
ン
地
方
に
分
か
れ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
両
言
語
が
併
用
さ
れ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
字
路
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
は
、
ゲ
ル
マ
ン
系
の

フ
ラ
マ
ン
人
と
ラ
テ
ン
系
の
ワ
ロ
ン
人
が
、
言
語
、
宗
教
、
習
俗
等

の
違
い
か
ら
民
族
的
な
対
立
を
昔
か
ら
抱
え
て
い
る（（3
（

。

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
リ
エ
ー
ジ
ュ
を
訪
れ
た
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
王
国

成
立
以
前
で
、
一
七
九
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
軍
が
侵
入
す
る
数
年

前
の
オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
の
一
都
市
と
し
て
で
あ
る
。
当
時
の
様
子
を

彼
は
次
の
よ
う
に
叙
述
す
る
。

絶
え
ず
続
く
街
路
の
騒
音
と
混
雑
は
異
様
な
活
気
を
証
言
し
て

い
る
。
入
り
乱
れ
て
走
り
回
る
忙
し
な
い
人
々
の
光
景
は
、
大
抵

は
薄
汚
れ
て
見
え
は
す
る
も
の
の
、
久
し
ぶ
り
の
法
外
な
楽
し
み

を
私
に
与
え
て
く
れ
る
。
炭
焼
き
、
小
刀
や
武
器
の
鍛
冶
屋
、
鏡

職
人
は
、
粗
野
だ
が
逞
し
く
、
生
気
に
満
ち
た
気
性
の
激
し
い
民

で
、
彼
ら
の
活
動
は
ア
ー
ヘ
ン
の
人
々
の
無
気
力
さ
と
は
鋭
い
対

照
を
な
し
て
い
る
。
民
族
の
外
面
的
な
特
徴
は
、
高
く
張
り
出
し

両
側
が
圧
縮
さ
れ
た
額
、
広
い
頬
骨
、
大
き
く
は
な
い
黒
い
瞳
、

形
の
よ
い
時
に
や
や
反
り
返
っ
た
鼻
と
厚
い
唇
、
完
全
に
綺
麗
と

い
う
の
で
は
な
い
顔
色
で
あ
る
。
そ
れ
は
従
っ
て
フ
ラ
ン
ス
人
に

近
く
、
明
ら
か
に
ユ
リ
ッ
ヒ
［
ア
ー
ヘ
ン
近
郊
の
町
］
の
人
々
と

は
違
う
。
後
者
は
、
通
常
、
非
常
に
白
い
肌
色
と
ブ
ロ
ン
ド
の
髪

を
し
て
お
り
、
面
長
の
顔
の
形
と
よ
り
柔
ら
か
い
表
情
に
よ
っ

て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
あ
る
種
の
類
似
性
を
窺
わ
せ
る
。

リ
エ
ー
ジ
ュ
の
人
々
は
彼
ら
の
フ
ラ
ン
ス
の
血
を
否
定
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
（
フ
ラ
ン
ス
人
と
）
同
じ

よ
う
に
軽
や
か
で
楽
し
げ
で
、
同
じ
よ
う
に
人
が
よ
く
、
同
じ
よ

う
に
、
私
は
こ
う
言
い
た
い
が
、
生
ま
れ
つ
き
の
礼
儀
正
し
さ
を

備
え
、
一
種
類
の
言
語
を
話
す
。
も
っ
と
も
、
お
国
訛
り
で
余
り

に
損
な
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
パ
リ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
は
彼
ら

を
兄
弟
と
は
認
め
な
い
で
は
あ
ろ
う
が
。
庶
民
は
各
種
の
言
語
が

入
り
混
じ
っ
た
訳
の
わ
か
ら
な
い
言
語
を
話
す
が
、
そ
れ
は
ワ
ロ

ン
方
言
の
名
の
も
と
に
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る（（3
（

。

引
用
文
の
前
半
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
都
市
の
風
景
と
民
族
の
外
観

を
細
や
か
に
活
写
す
る
。
彼
は
先
ず
、「
騒
音
」
と
「
混
雑
」
の
中

で
、「
炭
焼
き
」、「
鍛
冶
屋
」、「
鏡
職
人
」
等
々
が
多
忙
な
生
活
を

営
む
姿
に
、
ア
ー
ヘ
ン
の
「
無
気
力
」
と
は
著
し
い
対
照
を
見
る
。

そ
し
て
驚
き
と
同
時
に
、「
法
外
な
楽
し
み
」
を
感
じ
る
。
溌
剌
と
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日
々
を
送
る
市
民
の
様
子
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
見
る
人
に
活

力
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
だ
。
国
境
を
越
え
た
だ
け
（「
魔
法
の
杖

の
一
振
り
」）
で
、
風
景
に
劇
的
な
変
化
が
生
じ
る
の
は
、
や
は
り

旅
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
る
。

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
次
に
、「
民
族
の
外
面
的
特
色
（
人
相
）」

Volksphysiognom
ien

を
克
明
に
記
述
す
る
。
額
、
頬
骨
、
瞳
、

鼻
、
唇
、
顔
色
、
そ
し
て
髪
の
色
と
顔
の
形
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
観

察
し
た
彼
は
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
の
人
々
と
ア
ー
ヘ
ン
近
郊
の
町
（
ユ

リ
ッ
ヒ
）
の
人
々
と
の
相
違
に
気
づ
く
。
前
者
に
は
フ
ラ
ン
ス
的
特

徴
、
後
者
に
は
オ
ラ
ン
ダ
と
の
類
似
性
が
顕
著
な
の
だ
。
旅
人
の
眼

は
、
風
土
に
慣
れ
過
ぎ
て
い
な
い
が
故
に
、
鋭
い
観
察
力
が
あ
れ

ば
、
様
々
な
都
市
や
住
民
の
特
徴
の
違
い
を
一
瞬
の
中
に
捉
え
る
こ

と
が
出
来
る
。
翻
っ
て
考
え
る
と
、
あ
る
意
味
、
こ
れ
は
民
族
・
民

俗
学
者
の
本
領
か
も
知
れ
な
い
。

若
き
日
に
、
ク
ッ
ク
船
長
の
許
、
三
年
間
の
世
界
周
航
に
参
加
し

た
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
実
際
、
民
族
・
民
俗
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
体
験
し
て
、
諸
民
族
の
特
色
、
動
植
物
の
生
態
、
地
理
を
実
地

に
観
察
し
て
い
た（（3
（

。『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
は
、
い
わ
ば

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
枢
部
で
の
そ
の
応
用
編
に
他
な
ら
な
い
。

引
用
文
の
後
半
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
の
人
々
の
民
族
的
性
格
と
言
語
に

つ
い
て
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
観
察
結
果
を
報
告
す
る
。
彼
に
よ
れ

ば
、
当
地
の
人
間
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
血
」
が
色
濃
い
。「
軽
や
か

で
楽
し
げ
」leichtsinnig- fröhlich

、「
人
が
よ
く
」gutm

ütig

、

生
来
の
「
礼
儀
正
し
さ
」H

öflichkeit

を
持
ち
合
わ
せ
、「
一
種
類

の
言
語
」einerlei Sprache

、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
語
方
言
ワ
ロ

ン
語
を
話
す
リ
エ
ー
ジ
ュ
人
。

ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
ロ
シ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語

等
々
を
マ
ス
タ
ー
し
、
ま
さ
し
く
ポ
リ
ュ
グ
ロ
ッ
ト
と
し
て
通
訳
や

翻
訳
の
仕
事
も
こ
な
し
た
フ
ォ
ル
ス
タ
ー（（3
（

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
方
言

の
レ
ヴ
ェ
ル
で
聞
き
分
け
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
あ
る（（3
（

。
思
え

ば
、
こ
れ
も
前
述
、
民
族
・
民
俗
学
者
の
必
須
条
件
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
は
民
族
学
と
民
俗
学
の
旅

で
あ
っ
た
。
葡
萄
栽
培
の
地
理
的
環
境
を
詳
述
し
た
同
書
の
箇
所（（3
（

等

を
想
起
し
て
も
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
ロ

ア
の
先
駆
者
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る（（3
（

。

リ
エ
ー
ジ
ュ
の
章
を
読
む
と
、
紀
行
文
学
を
内
容
豊
か
な
も
の
に

す
る
た
め
の
要
件
の
一
つ
が
、
民
族
と
民
俗
の
精
緻
な
観
察
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
で
も
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
『
ラ
イ
ン
下
流

地
域
の
風
景
』
は
群
を
抜
い
た
紀
行
文
学
と
言
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
の
町
で
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
以
上
の
他
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に
、
決
定
的
な
体
験
を
す
る
。
そ
の
箇
所
を
引
用
す
る
。

私
た
ち
は
通
り
を
散
策
し
、
実
体
験
に
よ
っ
て
支
配
的
な
気
分

を
確
認
す
る
た
め
に
、
出
来
得
る
限
り
民
衆
に
会
見
し
よ
う
と
試

み
た
。
人
々
を
話
題
に
の
せ
る
に
は
技
術
は
必
要
な
か
っ
た
。
彼

ら
は
例
外
な
く
政
治
的
な
情
況
に
関
し
て
談
論
風
発
で
、
信
じ
難

い
く
ら
い
の
熱
心
さ
で
そ
れ
に
関
わ
り
、
す
べ
て
の
自
由
な
民
族

と
同
様
に
、
現
時
点
で
、
彼
ら
の
個
人
的
な
欲
求
よ
り
は
公
的
な

問
題
に
勤
し
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た（（3
（

。［
…
…
］

飲
食
店
や
カ
フ
ェ
で
我
々
は
熱
心
な
新
聞
の
読
者
を
見
か
け

た
。
ご
く
普
通
の
男
性
で
さ
え
一
杯
の
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、

人
権
や
、
数
年
前
か
ら
遂
に
こ
の
安
定
し
た
国
に
流
行
り
出
し
た

す
べ
て
の
新
し
い
熟
考
す
べ
き
政
治
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た

の
で
あ
る（（4
（

。

一
七
九
五
年
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
連
合
国
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
軍
に

よ
っ
て
侵
入
・
征
服
さ
れ
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
共
和
国
と
な
っ
た
。
フ
ォ

ル
ス
タ
ー
が
リ
エ
ー
ジ
ュ
を
訪
れ
た
の
は
そ
の
五
年
ほ
ど
前
で
、
町

の
雰
囲
気
を
観
察
し
な
が
ら
、
人
々
が
い
か
に
政
治
問
題
に
熱
心
に

関
わ
っ
て
い
る
か
に
彼
は
驚
き
を
覚
え
る
。
町
の
あ
ち
こ
ち
の
店

で
、
一
般
人
が
新
聞
を
読
み
、
人
権
等
、
重
要
な
テ
ー
マ
を
論
じ
て

い
る
。
住
民
の
異
様
な
ほ
ど
の
政
治
へ
の
関
心
の
強
さ
に
彼
は
圧
倒

さ
れ
る
。
今
回
詳
し
く
は
措
く
が
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
自
身
が
旅
か
ら

帰
国
後
、
マ
イ
ン
ツ
で
政
治
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
を
想
う
と
、
リ

エ
ー
ジ
ュ
体
験
が
彼
に
と
っ
て
い
か
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た

か
が
今
更
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。

結
語

ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』

は
、
ゲ
ー
テ
の
『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』Italienische R

eise

（
一
八
一

六
―
一
七
年
刊
）
や
ハ
イ
ネ
の
『
旅
の
絵
』R

eisebilder

（
一
八
二

六
―
三
一
年
刊
）
等
、
ド
イ
ツ
紀
行
文
学
の
系
譜
の
中
に
あ
っ
て
、

多
様
か
つ
深
い
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
、
独
自
の
位
置
を
占
め
て
い

る
。
本
稿
で
扱
っ
た
同
書
の
前
半
だ
け
で
も
、
伝
説
を
含
む
風
土
の

紹
介
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
魅
力
、
美
術
館
の
名
画
案
内
、
古
都
の
歴

史
解
説
、
ま
た
異
国
の
風
景
等
、
多
種
多
様
な
話
題
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
読
者
の
眼
前
に
は
、
各
土
地
や
都
市
の
在
り
様
が
、
空
間
軸
と

時
間
軸
両
方
の
視
点
か
ら
活
き
活
き
と
彷
彿
と
し
て
く
る
。
わ
け
て

も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
、
都
市
の
活
気
を
指
標
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に
、
市
民
生
活
の
様
子
を
観
察
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
隣
国
で
勃

発
し
た
革
命
の
影
響
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
及
ぶ
状
況
下
、
都
市
が

沈
滞
し
て
い
る
か
（
ア
ー
ヘ
ン
）、
あ
る
い
は
盛
況
か
（
リ
エ
ー

ジ
ュ
）
を
、
彼
は
「
風
景
」
の
中
に
肌
で
感
知
す
る
。
そ
し
て
前
者

衰
退
の
要
因
を
、
政
治
的
・
経
済
的
な
側
面
か
ら
分
析
し
、
改
革
の

可
能
性
を
探
る
。
そ
う
し
た
社
会
批
判
的
要
素
（
ギ
ル
ド
の
専
制
的

体
質
等
）
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
紀

行
文
は
読
者
に
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
鋭
さ
と
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
ラ
イ
ン
下
流
地
方
の
風
景
』
に
は
第
三
部
が
断
片

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る（（4
（

。
そ
こ
で
は
、
第
一
部
と
第
二
部
で
は
言
及

さ
れ
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
「
風
景
」
が
記
述
さ
れ
て

い
る
。
紀
行
文
の
全
体
像
を
描
く
た
め
に
は
、
第
三
部
を
含
め
た
総

合
的
な
読
解
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
他
の
機
会

に
譲
り
、
今
回
は
こ
の
作
品
の
特
色
を
素
描
す
る
べ
く
、
第
一
部
・

第
二
部
の
前
半
部
分
か
ら
幾
つ
か
の
箇
所
を
考
察
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
本
の
題
名
に
あ
る
「
風
景
」A

nsicht

は
意
味

深
い
。
こ
の
ド
イ
ツ
語
に
は
「
風
景
」
の
他
に
、「
視
察
」、
さ
ら
に

「
見
解
」「
見
方
」
の
意
味
が
あ
る
。
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
『
ラ
イ
ン
下

流
地
方
の
風
景
』
を
タ
イ
ト
ル
に
選
ん
だ
意
図
に
は
、
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
感
覚
的
に
把
握
で
き
る
も
の
」
と

「
省
察
」
と
の
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係（（4
（

が
恐
ら
く
隠
さ
れ
て
い

る
。一

般
に
、
紀
行
文
が
魅
力
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
成
立
す
る
た
め

に
は
、
肌
で
感
じ
る
「
風
景
」
と
、
省
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る

「
風
景
」
が
二
重
映
し
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
必
要
が
あ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
そ
の
間
の
機
微
を
了
解
の
上
で

A
nsicht

と
い
う
語
を
用
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
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